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結論
天王寺では活動量と温度の関係から十分に休息していること、陸地面積の広さから上陸割合が最も高いこと、温室では隠れ

場の利用が高い結果が得られた。本種は野外調査で陸地の環境を多く利用することが明らかになっており（矢部, 2002）、
飼育環境がハコガメの行動と生理機能に影響を与えると報告されている（Case et al, 2005）。
イシガメの飼育環境を整備するにあたり、広い陸地や植栽、十分な隠れ場を提供し、行動の選択肢を増やすことが動物福祉
上重要だと考えられる。
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方法
３か所の飼育施設において各３個体のイシガメにデータロガーを装着し、活動量を数値化した。
また、目視観察により他個体との接触頻度、上陸頻度を調査した。

【飼育環境】
天王寺動物園爬虫類生態館アイファー内
ニホンイシガメ展示場：3050×7000mm
帝京科学大学温室水槽：860×1300×460mm

〃 室内水槽：450×600×450mm

【調査期間】
天王寺：6/10~6/13, 8/20~8/23, 10/15~10/18
温室：6/25~6/27, 8/2~8/5, 10/22~10/25
室内：6/29~7/2,  8/8~8/11, 9/30~10/3

【使用機材】
HOBOペンダントGロガー UA-004-64
（30秒間隔加速度センサーで活動量を測定）
サーモクロンG 28539（３分間隔温度を測定）

天王寺動物園

帝京科学大学温室水槽 帝京科学大学室内水槽

背景・目的
爬虫類は動物園や水族館だけでなく一般家庭でも飼育されている。ニホンイシガメMauremys japonica（以下、イシガメ）は

準絶滅危惧種に指定されている日本固有の淡水ガメであり、飼育下繁殖個体の流通がみられる。近年、飼育下動物の福祉向上の
関心が高まっている（Warwick, 1990）が、研究のほとんどは哺乳類であり、爬虫類のお動物福祉に関する試験は少ない状態と
なっている（Burghardt, 2013）。本研究では、各飼育施設で飼育した際のイシガメの行動を調査し、適切な飼育環境を提言する
ことを目的とする。

結果

平均活動量と温度の日内変化

天王寺
夜間の活動量が減少
温度は夜の方が低い

温室・室内
昼夜問わず活動

◎天王寺は夜間に陸地で休息している

平均活動量

施設間
室内は最も活動量が高い
温室と室内に有意差

季節性
室内6-10月

8-10月に有意差

◎人為的要因(餌くれダンス等)による
室内での活動量の変化

上陸割合

施設間
天王寺が最も高い
温室,室内に有意差

季節性
天王寺6-10月

8-10月に有意差

◎広い陸地面積や植栽の影響による
天王寺での利用割合の増加

他個体との接触割合

施設間
温室が最も高い
天王寺,室内に有意差

季節性
温室6-10月に有意差

◎隠れ場の同時使用による
温室での接触割合の増加


